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(57)【要約】
【課題】高精度な組み立てが可能で、安価な先端アダプ
タを備えたアダプタ方式内視鏡を提供すること。
【解決手段】アダプタ方式内視鏡は、挿入部３の先端部
３ａに着脱自在に装着される先端アダプタ１０を備える
。先端アダプタ１０は、光学レンズ１５とアダプタ側電
気接続部１４とが配設されたアダプタ本体１１、及び固
定ネジ７によって一体的に固定される、ＬＥＤ２０を搭
載したＬＥＤ基板１７が筒体１６に一体に固定されたＬ
ＥＤユニット１３を具備している。アダプタ本体１１は
、固定ネジ７の雄ネジ部７ｂが螺合する雌ネジ部８と、
固定ネジ７の頭部７ａが配設される、座ぐり穴９を構成
する凹部９ａとを備える。一方、ＬＥＤユニット１３の
筒体１６は、固定ネジ７の頭部７ａが配設される座ぐり
穴９を構成する貫通孔９ｂを備えている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部先端部に着脱自在に装着される、撮像光学系を構成する光学部材とアダ
プタ側電気接続部とが配設されたアダプタ本体、及び前記アダプタ本体に締結部材によっ
て一体的に固定される、照明光を出射する複数の光学素子を搭載した素子基板が筒体に一
体に固定された、照明ユニットを具備して構成される先端アダプタを備えるアダプタ方式
内視鏡において、
　前記締結部材は雄ネジ部の端部に、予め設定した直径の頭部を備える固定ネジであって
、
　前記先端アダプタを構成する前記アダプタ本体は、外周面側から当該アダプタ本体の長
手方向中心軸に直交する軸を中心軸にした、前記固定ネジの雄ネジ部が螺合する雌ネジ部
と、前記固定ネジの頭部の一部が配設される、予め設定した嵌め合い寸法の座ぐり穴を構
成する凹部とを備え、
　前記先端アダプタを構成する前記照明ユニットの筒体は、外周面側から当該筒体の長手
方向中心軸に直交する軸を中心軸にして、外周面と内周面とを連通する、前記固定ネジの
頭部の一部が配設される予め設定した嵌め合い寸法の座ぐり穴を構成する貫通孔を備える
ことを特徴とするアダプタ方式内視鏡。
【請求項２】
　前記照明ユニットと前記アダプタ本体とを一体的に固定する固定ネジは、複数であって
、
　前記固定ネジが螺合するネジ部及び前記固定ネジの頭部が配設される座ぐり穴を備える
複数のネジ孔を、前記アダプタ本体に配設される前記アダプタ側電気接続部に対して、左
右対称に設けたことを特徴とする請求項１に記載のアダプタ方式内視鏡。
【請求項３】
　前記照明ユニットを固定する複数の固定ネジが２つである構成において、
　前記アダプタ本体に形成される前記固定ネジが螺合するネジ部及び前記固定ネジの頭部
が配設される座ぐり穴を備える２つネジ孔を、それぞれ前記アダプタ側電気接続部の近傍
に設けたことを特徴とする請求項２に記載のアダプタ方式内視鏡。
【請求項４】
　前記アダプタ本体に一体的に固定される前記照明ユニットを構成する前記筒体に、前記
素子基板の光学素子搭載面に当接する当接部を設けたことを特徴とする請求項１に記載の
アダプタ方式内視鏡。
【請求項５】
　前記筒体の内周面に周溝を形成し、その周溝に前記当接部を構成するＣリングを配設し
たことを特徴とする請求項４に記載のアダプタ方式内視鏡。
【請求項６】
　前記周状溝の基端側全周に、先端方向から基端方向に行くにしたがって内径寸法が徐々
に小径になるテーパー面を設けたことを特徴とする請求項５に記載のアダプタ方式内視鏡
。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の挿入部先端部に着脱自在に装着される先端アダプタを備えるアダプ
タ式内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、内視鏡装置においては、内視鏡の外部装置である光源装置で発する照明光を
、ライトガイドを介して挿入部の先端部まで伝送して観察対象を照明することが一般的で
あった。近年、挿入部の先端部に設けたＬＥＤ照明等の発光素子の発する光で観察対象を
照明する構成の内視鏡が実現されている。
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【０００３】
　例えば、特許文献１には挿入部先端部に配置したＬＥＤ照明の交換修理を容易に行える
構造が単純で安価な内視鏡が示されている。特許文献１の図３には素子基板上に実装され
たＬＥＤチップと、電気ケーブルの芯線が電気的に接続された端子部材とを電気的に接続
する接続ピンが示されている。この接続ピンは、特許文献１の図８に示すように、接合凸
部と、ピン本体と、摺動凸部とで主に構成されている。ピン本体には内部空間が設けられ
、摺動凸部とコイルバネとが内部空間内に収納されている。この構成の接続ピンにおいて
、摺動凸部は、通常、コイルバネの付勢力によって最大突出状態であり、この摺動凸部に
コイルバネの付勢力に抗する外力がかかることによって、摺動凸部は接合凸部側に移動す
る。
【０００４】
　また、挿入部の先端部に着脱自在に装着可能な先端アダプタを備えるアダプタ方式の内
視鏡においては、挿入部の細径化に伴い、接続ピンを絶縁部材で被覆して構成した一対の
アダプタ側電気接続部を、近接させて並列に配設して先端アダプタの小径化を図っている
。
【０００５】
　例えば、図１２に示す先端アダプタ５０は、一対のアダプタ側電気接続部５１を固設し
たアダプタ本体５２と、着脱リング５３と、ＬＥＤユニット５４とを備えて構成されてい
る。着脱リング５３は、アダプタ本体５２に対して回動自在に連結される。ＬＥＤユニッ
ト５４は、アダプタ本体５２にネジ５５によって一体的に固定される。ＬＥＤユニット５
４は、筒体５６と、ＬＥＤ基板５７とを備えて構成されている。ＬＥＤ基板５７は、中央
貫通孔５８を有する円板形状であり、一面側に複数のＬＥＤ５９を搭載し、他面側にＬＥ
Ｄ用電極６０の接点部６１を備えている。ＬＥＤ用電極６０の接点部６１にはアダプタ側
電気接続部５１の接合凸部５１ａが電気的に接続される。
【０００６】
　前述のように構成された先端アダプタ５０によれば、この先端アダプタ５０を図示しな
い挿入部先端部に装着することによって、アダプタ側電気接続部５１の摺動凸部５１ｂが
前記挿入部先端部の先端面に設けられている図示しない挿入部側電気接続部の一対の接点
部に付勢した状態で当接して、電気的な接続状態になる。なお、図１２は従来のアダプタ
の構成例を説明する図である。
【特許文献１】特開２００７－００７３３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前記先端アダプタ５０においては、ＬＥＤ５９を搭載したＬＥＤ基板５
７を筒体５６の所定位置に接着固定する際、接着剤の硬化中にＬＥＤ基板５７が移動して
、ＬＥＤ基板５７の固定位置が位置ずれする、或いはＬＥＤ基板５７が筒体５６に対して
傾いて固定される等の組立不良が発生するおそれがあった。
【０００８】
　また、ＬＥＤ基板５７が筒体５６に固定されたＬＥＤユニット５４を、アダプタ本体５
２にネジ５５で一体に固定する際、一対の接点部６１に接合凸部５１ａを当接させた状態
にしてネジ５５の締め付けを行う。このとき、ネジ５５の締め付けに伴って、ＬＥＤユニ
ット５４とアダプタ本体５２との回転方向の位置ずれが発生して、接点部６１と接合凸部
５１ａとの接触状態が不具合になる組立不良が発生するおそれがあった。
【０００９】
　また、ネジ５５の締め付けに伴って、ＬＥＤユニット５４とアダプタ本体５２とが回転
方向に位置ずれして、ＬＥＤ用電極６０がアダプタ本体５２に接触する組立不良、或いは
接合凸部５１ａと接点部６１とを固定していた導電性接着剤に負荷がかかって、長時間の
使用によって接着剤が剥離する不具合が発生するおそれがあった。
【００１０】
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　これらの組立不良、不具合の発生を防止するため、各工程毎に専用の治具を用意して、
高精度な組み立てを行っていたが、設備費が増加して先端アダプタが高価になるという問
題が発生している。
【００１１】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、治具を用いることなく、高精度な組み
立てが可能で、安価な先端アダプタを備えたアダプタ方式内視鏡を提供することを目的に
している。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明のアダプタ方式内視鏡は、内視鏡の挿入部先端部に着脱自在に装着される、撮像
光学系を構成する光学部材とアダプタ側電気接続部とが配設されたアダプタ本体、及び前
記アダプタ本体に締結部材によって一体的に固定される、照明光を出射する複数の光学素
子を搭載した素子基板が筒体に一体に固定された、照明ユニットを具備して構成される先
端アダプタを備えるアダプタ方式内視鏡であって、
　前記締結部材は雄ネジ部の端部に、予め設定した直径の頭部を備える固定ネジであり、
　前記先端アダプタを構成する前記アダプタ本体は、外周面側から当該アダプタ本体の長
手方向中心軸に直交する軸を中心軸にした、前記固定ネジの雄ネジ部が螺合する雌ネジ部
と、前記固定ネジの頭部の一部が配設される、予め設定した嵌め合い寸法の座ぐり穴を構
成する凹部とを備え、前記先端アダプタを構成する前記照明ユニットの筒体は、外周面側
から当該筒体の長手方向中心軸に直交する軸を中心軸にして、外周面と内周面とを連通す
る、前記固定ネジの頭部の一部が配設される予め設定した嵌め合い寸法の座ぐり穴を構成
する貫通孔を備えている。
【００１３】
　この構成によれば、照明ユニットとアダプタ本体とを一体に固定するために固定ネジの
雄ネジ部をアダプタ本体の雌ネジ部に螺合する。すると、固定ネジの頭部が照明ユニット
の貫通孔及びアダプタ本体の凹部に収まって、照明ユニットとアダプタ本体とが回転方向
に対して位置ずれすることなく一体に固定される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、治具を用いることなく、高精度な組み立てが可能で、安価な先端アダ
プタを備えたアダプタ方式内視鏡を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面に基づいて本発明の実施形態を説明する。　
　図１乃至図９はアダプタ方式内視鏡の一実施形態に係り、図１はアダプタ方式内視鏡を
備えるアダプタ式内視鏡装置を説明する図、図２はアダプタ式内視鏡の挿入部先端部に着
脱自在な先端アダプタを説明する図、図３は着脱リングが配置されたアダプタ本体と、ア
ダプタ本体に取り付けられるＬＥＤユニットと、ＬＥＤユニットとアダプタ本体とを固定
する固定ネジとを示す図、図４は先端アダプタの構成を説明する断面図、図５は図４のＡ
－Ａ線断面図、図６はＬＥＤユニットとアダプタ本体とを固定する固定ネジとアダプタ側
電気接続部との位置関係を説明する斜視図、図７はＬＥＤユニットの構成を説明する分解
斜視図、図８は図４の矢印Ｂに示す部分の拡大図、図９は着脱リングが配置されているア
ダプタ本体にＬＥＤユニットを取り付けた状態及び、固定ネジを取り付ける状態を説明す
る図である。
【００１６】
　図１に示すようにアダプタ式内視鏡装置１は、内視鏡本体部２と、例えば湾曲部３ｂを
備える長尺な挿入部３と、先端アダプタ１０とを備えて構成されている。先端アダプタ１
０は挿入部３を構成する挿入部先端部（以下、先端部と略記する）３ａに着脱自在であっ
て、先端アダプタ１０を先端部３ａに装着することによってアダプタ式内視鏡が構成され
る。
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【００１７】
　内視鏡本体部２は略箱型に形成されており、その内部には電源部４等が設けられている
。内視鏡本体部２の天面部の例えば前面側には内視鏡画像等を表示するためのモニタ５が
設けられている。また、内視鏡本体部２の前面には挿入部３に設けられている湾曲部３ｂ
を湾曲操作するための操作ボタン等を備える操作パネル６が設けられている。
【００１８】
　挿入部３は、先端側から順に先端部３ａ、湾曲部３ｂ及び柔軟な可撓管部３ｃを連設し
て構成されている。挿入部３は、その基端部が図示しない連結部を介して内視鏡本体部２
に対して電気的、機械的に連結される構成になっている。先端部３ａは、その内部に撮像
光学系を備えている。　
　図２乃至図４に示すように先端アダプタ１０は、略円柱状のアダプタ本体１１と、略管
状の着脱リング１２と、略筒状のＬＥＤユニット１３と、例えば２本の固定ネジ７とを備
えて構成されている。２本の固定ネジ７は、アダプタ本体１１とＬＥＤユニット１３とを
一体に固定する。着脱リング１２は、アダプタ本体１１と同心に形成され、アダプタ本体
１１に対して回動自在に連結される。
【００１９】
　図３に示すように２本の固定ネジ７を取り外すことによって、ＬＥＤユニット１３はア
ダプタ本体１１から取り外せるようになっている。固定ネジ７は、頭部７ａと雄ネジ部７
ｂとを備え、頭部７ａの外径寸法は所定寸法に設定されている。
【００２０】
　なお、ＬＥＤユニット１３をアダプタ本体１１から取り外した後、着脱リング１２を図
中のＬＥＤユニット１３側にアダプタ本体１１の長手方向軸に沿って移動させることによ
って、着脱リング１２もアダプタ本体１１から取り外せる。
【００２１】
　図４に示すようにアダプタ本体１１は、硬質部材である例えばステンレス鋼等の金属部
材によって形成されている。アダプタ本体１１は、本体部１１ａ、先端凸部１１ｂ、係入
部１１ｃを備えている。
【００２２】
　本体部１１ａ及び先端凸部１１ｂにはレンズ配置孔１１ｄと、一対の接続部材配置孔１
１ｅとが形成されている。接続部材配置孔１１ｅは、図５中の水平軸ＡＬに対して並列に
、且つこの水平軸ＡＬに直交する中心軸ＡＣに対して左右対称に配置されている。
【００２３】
　接続部材配置孔１１ｅには、先端部３ａの先端面に配列された図示しない電気接点に電
気的に接続される当接ピン２４を有する一対のアダプタ側電気接続部１４が配置されてい
る。アダプタ側電気接続部１４は略円筒形状であって、主に、図５に示すように絶縁筒２
１とピン本体２２とを備える。ピン本体２２は、アルミ、真鍮、鉄などで構成された接点
ピン２３と当接ピン２４と、図示しない付勢部材であるコイルバネを備えている。これら
接点ピン２３、コイルバネ、及び当接ピン２４は、ピン本体２２に備えられている空間部
内に収容される。本実施形態において当接ピン２４はコイルバネに付勢されて軸方向に対
して摺動自在である。なお、接点ピン２３、コイルバネ、及び当接ピン２４、ハウジング
の表面には、例えば導電性の高い金メッキが施されている。
【００２４】
　一方、レンズ配置孔１１ｄには、撮像光学系を構成する複数の光学レンズ１５等が配置
されている。また、係入部１１ｃには先端部３ａの嵌合部が係入して配置される凹部１１
ｆが形成されている。
【００２５】
　図３、図５に示すようにアダプタ本体１１の本体部１１ａの外周面所定位置には、固定
ネジ７の雄ネジ部７ｂが螺合する雌ネジ部８と、固定ネジ７の頭部７ａの一部が所定の嵌
め合いで配置される、所謂座ぐり穴を構成する凹部９ａとを備えるネジ部７ｆが形成され
ている。凹部９ａの内径寸法は、固定ネジ７の頭部７ａの外径寸法より所定寸法、大径に



(6) JP 2009-11508 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

形成されている。
【００２６】
　図５に示すように雌ネジ部８の中心軸と凹部９ａの中心軸とは同軸な軸Ａ１、Ａ２であ
る。軸Ａ１、Ａ２は、先端凸部１１ｂの外周面側からアダプタ本体１１の長手方向中心軸
に直交する軸であって、アダプタ側電気接続部１４の近傍に位置し、軸ＡＣに対して左右
対称である。言い換えれば、軸ＡＣを挟んで、軸Ａ１及び一方のアダプタ側電気接続部１
４と、軸Ａ２及び他方のアダプタ側電気接続部１４とは、左右対称の関係である。
【００２７】
　したがって、図６に示すように固定ネジ７が締結状態のとき、固定ネジ７の頭部７ａは
アダプタ側電気接続部１４に近接している。
【００２８】
　図３、図４、図６、図７に示すようにＬＥＤユニット１３は、筒体１６と、素子基板で
あるＬＥＤ基板１７と、当接部を構成するＣリング１８とを備えて構成されている。
【００２９】
　図３、図５、図７に示すようにＬＥＤユニット１３を構成する筒体１６には、固定ネジ
７の頭部７ａが所定の嵌め合いで配置される、所謂、座ぐり穴を構成する外周面と内周面
とを連通する貫通孔９ｂが形成されている。貫通孔９ｂの内径寸法は、固定ネジ７の頭部
７ａの外径寸法より所定寸法、大径に形成されている。
【００３０】
　貫通孔９ｂの中心軸は、図５に示すように外周面側から筒体１６の長手方向中心軸に直
交する軸であって、前記軸Ａ１、Ａ２と同軸である。そして、図５に示すように凹部９ａ
と貫通孔９ｂとで、固定ネジ７の頭部７ａが配置される座ぐり穴９を構成している。
【００３１】
　図３、図６、図７、図８に示すように筒体１６の先端側の内周面には、全周に渡ってＬ
ＥＤ基板固定段部３１及び当接部形成溝３３が形成されている。ＬＥＤ基板固定段部３１
の基板取付面３２上にはＬＥＤ基板１７が配置される。基板取付面３２は、筒体１６の長
手方向中心軸に直交する面として構成されている。
【００３２】
　当接部形成溝３３には、Ｃリング１８が係入配置される。Ｃリング１８は、バネ鋼で所
定形状に形成されている。ＬＥＤ基板１７がＬＥＤ基板固定段部３１の基板取付面３２に
配置されている状態において、Ｃリング１８を当接部形成溝３３に係入することによって
、Ｃリング１８はＬＥＤ２０が搭載されているＬＥＤ基板１７の一面に当接する。つまり
、ＬＥＤ基板１７の一面にＣリング１８に当接し、ＬＥＤ基板１７の他面は基板取付面３
２に当接する。つまり、ＬＥＤ基板１７は、Ｃリング１８によって基板取付面３２に押圧
された状態で保持される。
【００３３】
　なお、当接部形成溝３３の基板取付面３２側には全周に渡ってテーパー面３４が設けら
れている。このテーパー面３４は、先端側から基板取付面３２側に行くにしたがって、内
径寸法が徐々に細径に変化している。このことによって、筒体１６は、この筒体１６の強
度を保持して、Ｃリング１８を配置する当接部形成溝３３を備えることができる。
【００３４】
　図２、図３、図６、図７に示すようにＬＥＤ基板１７は円板形状で、アダプタ本体１１
の先端凸部１１ｂが配置される中央貫通孔を有する。ＬＥＤ基板１７の一面側には導電パ
ターンが形成されており、複数のＬＥＤ２０が搭載されると共に、一対のＬＥＤ用電極１
９が配置されている。ＬＥＤ基板１７に設けられたＬＥＤ用電極１９とＬＥＤ２０、及び
パターンとＬＥＤ２０とはそれぞれ図示しない配線部材によって電気的に接続されている
。
【００３５】
　ＬＥＤ基板１７の他面側には、ＬＥＤ用電極１９の接点部１９ａが配設されている。他
面側に配設された接点部１９ａにはアダプタ側電気接続部１４を構成するピン本体２２の
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接点ピン２３が電気的に接続される。本実施形態において、接点ピン２３と接点部１９ａ
とは、導電性接着剤（図４の符号２８参照）によっても電気的に接続されている。
【００３６】
　ここで、ＬＥＤユニット１３を組み立てる工程と、ＬＥＤユニット１３をアダプタ本体
１１に組み付ける工程とを説明する。
【００３７】
　ＬＥＤユニット１３の組立工程から説明する。　
　作業者は、前記図７に示す筒体１６、ＬＥＤ２０が搭載されたＬＥＤ基板１７、Ｃリン
グ１８及び図示しない接着剤を用意する。
【００３８】
　まず、作業者は、筒体１６の先端側の開口を上向きにして、ＬＥＤ基板１７を筒体１６
に設けられているＬＥＤ基板固定段部３１の基板取付面３２上に所定状態で配置する。そ
の後、ＬＥＤ基板１７の外周とＬＥＤ基板固定段部３１との隙間に接着剤を塗布する。
【００３９】
　次に、作業者は、Ｃリング１８を当接部形成溝３３に係入する。すると、図８に示すよ
うに当接部形成溝３３に配置されたＣリング１８が基板取付面３２上に配置されているＬ
ＥＤ基板１７のＬＥＤ２０が搭載されている一面側の外周に当接する。即ち、ＬＥＤ基板
１７の他面は、当接部形成溝３３に配置されたＣリング１８によって、基板取付面３２に
押圧して保持された状態になる。
【００４０】
　このことによって、作業者は、接着剤が硬化するまでの間、その状態で放置する。そし
て、所定時間経過後、作業者は、ＬＥＤ基板１７の筒体１６への固着状態の確認を行う。
良好な固着状態であると判断したならＬＥＤユニット１３の組み立てが完了する。
【００４１】
　このように、筒体の内周面に当接部形成溝を設け、その当接部形成溝に、ＬＥＤ基板固
定段部の基板取付面に配置されたＬＥＤ基板の一面に当接するＣリングを係入配置する。
このことによって、ＬＥＤ基板の他面を、基板取付面に押圧させた状態で保持することが
できる。このことによって、ＬＥＤ基板を保持するための特別の治具を使用することなく
、ＬＥＤ基板を筒体の所定位置に確実、且つ強固に固定することができる。
【００４２】
　上述のように組み立てられたＬＥＤユニット１３のアダプタ本体１１への組付工程を説
明する。　
　作業者は、前記図３に示すように着脱リング１２が回動自在に配置されているアダプタ
本体１１、ＬＥＤユニット１３、２本の固定ネジ７、及び図示しない接着剤を用意する。
【００４３】
　まず、作業者は、接点ピン２３の前面に接着剤２８を盛りつけるように塗布する。
【００４４】
　次に、作業者は、アダプタ本体１１の先端凸部１１ｂの形状とＬＥＤユニット１３を構
成するＬＥＤ基板１７に設けられている中央貫通孔の形状とを一致させ、ＬＥＤユニット
１３をアダプタ本体１１に配置する。
【００４５】
　このことによって、図９に示すようにＬＥＤユニット１３が本体部１１ａに配置される
とともに、先端凸部１１ｂが中央貫通孔から突出した状態になる。このとき、前記図４に
示すように接点ピン２３が接点部１９ａの端面に当接するとともに、接点ピン２３の前面
に盛りつけられた接着剤２８が接点部１９ａの端面に付着して電気的接続状態になる。
【００４６】
　次いで、作業者は、前記図５の右半分の図に示すように固定ネジ７をＬＥＤユニット１
３の筒体１６に設けられている貫通孔９ｂ、アダプタ本体１１の本体部１１ａに設けられ
ている凹部９ａを介して雌ネジ部８に螺合する。このとき、固定ネジ７の頭部７ａが貫通
孔９ｂに係入された後、雄ネジ部７ｂが雌ネジ部８に螺合する。
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【００４７】
　この後、作業者は、固定ネジ７の締め付けを開始する。すると、固定ネジ７の雄ネジ部
７ｂが雌ネジ部８の奥方に向かっていくにしたがって、頭部７ａが貫通孔９ｂから凹部９
ａ側に移動した後、凹部９ａに係入される。そして、図５の左半分の図に示すように頭部
７ａのネジ側端面が凹部９ａの底面に当接して固定ネジ７の締め付けが完了する。　
　このことによって、図２、図４に示す先端アダプタ１０が構成される。
【００４８】
　このように、ＬＥＤユニットを構成する筒体に固定ネジの頭部に対して所定の嵌め合い
の座ぐり穴を構成する貫通孔を設ける一方、固定ネジの雄ネジ部が螺合する雌ネジ部が設
けられるアダプタ本体に固定ネジの頭部が所定の嵌め合いで配置される座ぐり穴を構成す
る凹部を設けている。したがって、ＬＥＤユニットをアダプタ本体に配置させた状態にお
いて、固定ネジの頭部を筒体の貫通孔に配置させて、固定ネジの雄ネジ部をアダプタ本体
の雌ネジ部に螺合することによって、ＬＥＤユニットとアダプタ本体との回転方向の位置
を所定状態に設定することができる。このことによって、特別の治具を使用することなく
ＬＥＤ用電極がアダプタ本体に接触する組立不良が防止される。
【００４９】
　その後、固定ネジを締め付けて、固定ネジの頭部がＬＥＤユニットの凹部に配置される
。このことによって、固定ネジ締結後に、ＬＥＤユニット及びアダプタ本体が回転方向に
位置ずれすること、及び先端アダプタの長手軸方向に位置ずれすることを確実に防止する
ことができる。
【００５０】
　また、固定ネジをアダプタ側電気接続部の近傍で、且つ所定の軸に対して左右対称に配
設したことによって、先端アダプタが挿入部先端部に装着されている状態、即ち、アダプ
タ側電気接続部の当接ピンが挿入部側電気接続部の一対の接点部に当接して付勢状態のと
き、両方の当接ピンが位置ずれすることなく確実に接点部に電気的に接触させることがで
きる。
【００５１】
　さらに、当接部形成溝にＣリングを係入配置させたことによって、先端アダプタが挿入
部先端部に装着されている状態のとき、コイルバネの付勢力によって常時押圧された状態
のＬＥＤ基板を安定した状態に保持することができる。
【００５２】
　これらの結果、長時間の使用によってＬＥＤ基板を筒体に固定する接着剤が剥離してＬ
ＥＤ基板が先端アダプタから脱落する不具合、長時間の使用によってＬＥＤユニットがア
ダプタ本体の回転方向又は長手軸方向に位置ずれして接着剤が剥離することによって発生
するＬＥＤが不点灯状態になる不具合が防止される。
【００５３】
　なお、本実施形態においては、固定ネジ７を２本としているが固定ネジ７の本数は２本
に限定されるものではなく、それ以上であっても、１本であってもよい。図１０は３本の
固定ネジを使用する場合の固定ネジの配置例を説明する図、図１１は１本の固定ネジでＬ
ＥＤユニットをアダプタ本体に締結する構成を説明する図である。
【００５４】
　例えば固定ネジ７が３本のときは、図１０に示すように３本目の固定ネジが配置される
ネジ部７ｆを図中の１２時方向に設ける。即ち、雌ネジ部８の中心軸と、凹部９ａの中心
軸と、貫通孔９ｂの中心軸とを軸ＡＣと同軸な軸Ａ３とする。即ち、３本以上の固定ネジ
でＬＥＤユニットとアダプタ本体とを固定する場合、増加する固定ネジが螺合されるネジ
部の軸を軸ＡＣに対して対称に設ける。
【００５５】
　また、固定ネジを１本で構成する場合には、図１１に示すように１本の固定ネジが配置
されるネジ部７ｆを図中の６時方向に設ける。この場合、一対のアダプタ側電気接続部１
４同士の間隙によって次の２つの問題が発生する。アダプタ側電気接続部１４同士の間隙
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なるので、矢印に示すようにアダプタ側電気接続部１４の間隔を広げる。このことによっ
て、先端アダプタ１０の外径寸法が実線より大径な二点鎖線に示すように大きくなる。一
方、一対のアダプタ側電気接続部１４同士の間隙を変えない場合には、固定ネジの寸法を
小径にする。即ち、小径な固定ネジに対応する雌ネジ部８ｓ、凹部９ａｓ、貫通孔９ｂｓ
にする。この場合には、締結力が低下する。
【００５６】
　なお、１本の固定ネジを図１０に示したように図中の１２時方向に設ける場合、固定ネ
ジがアダプタ側電気接続部１４から離れることによる不具合が発生するおそれがある。そ
のため、この構成を採る場合には、固定ネジの径寸法を太径にして締結力を増大させる。
【００５７】
　また、締結部材を固定ネジとしているが締結部材は固定ネジに限定されるものでなく、
テーパーピン等のピンであってもよい。また、当接部をＣリングで構成するとしているが
、当接部をＥリング、Ｏリングで構成するようにしてもよい。
【００５８】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】アダプタ方式内視鏡を備えるアダプタ式内視鏡装置を説明する図
【図２】アダプタ式内視鏡の挿入部先端部に着脱自在な先端アダプタを説明する図
【図３】着脱リングが配置されたアダプタ本体と、アダプタ本体に取り付けられるＬＥＤ
ユニットと、ＬＥＤユニットとアダプタ本体とを固定する固定ネジとを示す図
【図４】先端アダプタの構成を説明する断面図
【図５】図４のＡ－Ａ線断面図
【図６】ＬＥＤユニットとアダプタ本体とを固定する固定ネジとアダプタ側電気接続部と
の位置関係を説明する斜視図
【図７】ＬＥＤユニットの構成を説明する分解斜視図
【図８】図４の矢印Ｂに示す部分の拡大図
【図９】着脱リングが配置されているアダプタ本体にＬＥＤユニットを取り付けた状態及
び、固定ネジを取り付ける状態を説明する図
【図１０】３本の固定ネジを使用する場合の固定ネジの配置例を説明する図
【図１１】１本の固定ネジでＬＥＤユニットをアダプタ本体に締結する構成を説明する図
【図１２】従来のアダプタの構成例を説明する図
【符号の説明】
【００６０】
１…アダプタ式内視鏡装置　　７…固定ネジ　　７ａ…頭部　　７ｂ…雄ネジ部
７ｆ…ネジ部　　８…雌ネジ部　　９ａ…凹部　　９ｂ…貫通孔　　１０…先端アダプタ
１１…アダプタ本体　　１３…ＬＥＤユニット　　１４…アダプタ側電気接続部
１６…筒体　　１７…ＬＥＤ基板　　１８…Ｃリング　　２０…ＬＥＤ
３１…基板固定段部　　３２…基板取付面　　３３…当接部形成溝　　３４…テーパー面



(10) JP 2009-11508 A 2009.1.22

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 2009-11508 A 2009.1.22

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(12) JP 2009-11508 A 2009.1.22

【図１１】 【図１２】



专利名称(译) 适配器型内窥镜

公开(公告)号 JP2009011508A 公开(公告)日 2009-01-22

申请号 JP2007175653 申请日 2007-07-03

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 神崎和宏

发明人 神崎 和宏

IPC分类号 A61B1/00 A61B1/04 A61B1/06 G02B23/24

FI分类号 A61B1/00.300.P A61B1/04.372 A61B1/06.A G02B23/24.A A61B1/00.650 A61B1/00.715 A61B1/05 
A61B1/06.531 A61B1/07.730

F-TERM分类号 2H040/DA52 4C061/AA29 4C061/BB02 4C061/CC06 4C061/DD03 4C061/FF35 4C061/JJ06 4C061
/LL02 4C061/NN01 4C061/PP06 4C061/QQ06 4C061/QQ07 4C161/AA29 4C161/BB02 4C161/CC06 
4C161/DD03 4C161/FF35 4C161/JJ06 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/PP06 4C161/QQ06 4C161
/QQ07

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP4996373B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种适配器型内窥镜，能够进行高精度装配并具有
便宜的远端适配器。ŽSOLUTION：适配器型内窥镜具有可拆卸地安装在
插入部分3的远端3a处的远端适配器10.远端适配器10包括适配器主体
11，其中光学透镜15和适配器侧电连接部分14是LED单元13与固定螺钉
7一体地固定并且具有LED板17，LED板20安装在LED板17上并且LED单
元13一体地固定到圆柱形主体16.适配器主体11具有内螺纹部分8。与固
定螺钉7的阳螺纹部分7b螺纹连接，以及构成沉孔9的凹陷部分9a，固定
螺钉7的头部7a设置在沉孔9中。另一方面，LED单元13的圆柱形主体16
具有构成沉孔9的通孔9b，固定螺钉7的头部7a设置在沉孔9中。Ž
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